
本
書
は
大
別
し
て
研
究
論
文
、
覆
刻
、
解
題
、
紀
行
・
エ
セ
ー
の
三
部
門

か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。

以
下
に
目
次
を
紹
介
す
る
。
（
本
書
の
目
次
は
最
下
位
項
目
に
「
こ
「
二
」
「
三

：
…
・
等
の
漢
数
字
が
付
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
が
、
便
宜
上
最
上
位
項
目
に
「
Ｉ
」

「
Ⅱ
」
「
Ⅲ
」
．
．
…
等
の
ロ
ー
マ
数
字
、
中
間
項
目
に
「
１
」
「
２
」
「
３
」
・
…
・
・
等
の

ア
ラ
ビ
ア
数
字
を
使
用
す
る
。
）

Ｉ
半
井
桃
水
の
人
と
文
学
１
序
説
韓
文
化
の
智
ｌ
雪
・
月

・
花
の
原
点
と
し
て
’
一
、
序
に
代
え
て
二
、
新
羅
の
雪
三
、
高

麗
の
月
四
、
李
朝
の
花
２
桃
水
人
名
考
３
桃
水
の
人
と
文
学

一
、
誤
解
さ
れ
た
桃
水
像
二
、
泉
太
郎
の
風
土
三
、
「
伝
」
と
「
記
」
の

国
四
、
記
者
生
活
へ
五
、
特
派
員
第
一
号
六
、
半
井
桃
水
の
文
学

七
、
語
り
部
の
終
焉
４
桃
水
、
晩
年
の
文
学
ｌ
比
較
文
学
の
方
法
に

拠
る
１
５
天
台
禅
と
半
井
例
６
半
井
桃
水
年
譜
考

Ⅱ
半
井
桃
水
作
品
研
究
１
桃
水
痴
史
著
『
蝿
燕
胡
砂
吹
く
風
』
考

１
２
『
夢
幻
』
考
ｌ
『
九
雲
夢
』
と
の
比
較
１
３
桃
水
痴
史
作

『
胡
砂
吹
く
風
』
考
Ⅱ
４
半
井
桃
水
作
品
年
表

Ⅲ
覆
刻
・
解
題
１
『
難
林
情
話
春
香
伝
』
２
高
麗
大
蔵
本
『
春

書
評
塚
田
満
江
著
『
半
井
桃
水
研
究
全
』

芦
谷
信
和

香
伝
巻
集
』
３
〔
解
題
Ａ
〕
『
難
林
情
話
春
香
伝
』
を
め
ぐ
っ
て
４

〔
解
題
Ｂ
〕
高
麗
大
蔵
本
『
春
香
伝
巻
集
』
一
、
「
伝
」
の
成
立
二
、
「
巻

集
」
の
調
べ
三
、
再
び
桃
水
の
風
土
受
容
と
教
養
５
半
井
桃
水
文
学

覚
書
き
Ⅳ
半
井
桃
水
研
究
補
遺
ｌ
比
較
文
学
資
料
と
し
て
１
１
「
観

人
・
居
住
」
と
「
観
光
・
留
学
」
ｌ
漱
石
と
イ
ギ
リ
ス
覚
え
書
き
Ｉ

２
夏
目
漱
石
文
学
試
論
ｌ
「
観
人
居
住
」
を
手
が
か
り
に
１

Ｖ
半
井
桃
水
の
周
辺
ｌ
比
較
風
土
・
比
較
文
化
資
料
と
し
て
１

１
半
井
桃
水
と
京
都
２
半
井
桃
水
と
韓
の
国
３
二
十
七
年
目
の

韓
国
４
春
香
伝
発
祥
地
５
対
馬
島
の
花
６
韓
・
い
ぎ
り
す
連

環
記
７
新
羅
命
三
冒
国
）
へ
８
耽
羅
（
弓
四
日
鯉
）
へ
９
パ
ン
ソ
リ

と
シ
ャ
ン
ソ
ン
、
ユ
ー
カ
ラ
の
く
に
の
花
と
ｕ
津
和
野
理
南

紀
・
吉
野
冬
の
旅
哩
三
熊
野
詞
考
皿
丹
波
の
海
は
青
か
っ
た

巧
比
叡
山
さ
く
ら
と
叡
山
す
み
れ
超
「
見
残
し
の
浜
」
と
「
大
菩
薩
峠
」

Ⅳ
西
国
紀
行
出
少
将
滋
幹
の
母
⑬
賢
治
文
学
紀
行
鋤
『
銀

河
鉄
道
の
夜
』
（
宮
沢
賢
治
作
）
型
繁
栄
の
谷
間
で
躯
ノ
ル
ウ
ェ
ー
紀

行
詔
花
同
じ
け
れ
ば
実
も
ま
た
ひ
と
し
型
イ
ギ
リ
ス
の
樹
林

妬
ス
ト
ラ
ト
フ
ォ
ー
ド
紀
行
妬
ふ
た
た
び
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
へ
幻

ピ
ト
ロ
ク
リ
ー
印
象
鴻
対
馬
（
弓
の
ｇ
“
）
ふ
た
た
び
ｌ
あ
と
が
き
に

代
え
て
ｌ

桃
水
は
新
聞
小
説
欄
の
開
拓
の
先
頭
に
立
つ
人
で
あ
り
、
そ
こ
に
偏
見
、

誤
解
、
曲
解
を
受
け
や
す
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
と
い
う
（
Ｐ
８
）
。
こ
の
「
誤

解
と
偏
見
」
を
正
す
こ
と
が
、
本
書
の
目
的
で
も
あ
ろ
う
。

八
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本
書
は
五
百
五
十
ペ
ー
ジ
を
越
す
大
著
で
あ
る
。
し
か
も
連
想
に
よ
っ
て

叙
述
が
発
展
し
て
ゆ
く
場
合
が
多
い
。
「
「
周
辺
』
に
は
し
ば
し
ば
、
『
論
考
』

に
さ
え
、
『
遊
び
』
が
入
る
の
は
、
食
、
衣
、
住
文
化
生
活
に
一
貫
す
る
中

世
花
郎
道
の
『
遊
楽
』
『
古
代
の
神
遊
び
』
精
神
に
の
っ
と
っ
た
ま
で
で
あ

り
、
『
国
四
巳
な
く
し
て
、
文
字
文
化
と
い
え
ど
も
解
明
し
が
た
い
」
（
Ｐ
鴎
）

と
い
う
著
者
の
自
覚
に
基
づ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
著
者
の
桃
水
に
対

す
る
愛
情
と
思
い
入
れ
は
き
わ
め
て
深
く
、
そ
こ
か
ら
く
る
情
熱
の
筆
が
、

し
ば
し
ば
論
の
根
幹
を
そ
れ
て
、
筆
を
走
ら
せ
た
と
こ
ろ
も
見
ら
れ
る
。
そ

う
い
う
部
分
に
も
著
者
が
ぜ
ひ
論
及
し
て
お
き
た
か
っ
た
論
点
が
多
い
。
こ

の
よ
う
な
本
書
の
形
態
上
の
性
格
か
ら
論
題
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
章
節
ご

と
に
論
点
を
要
約
紹
介
す
る
こ
と
は
、
困
難
を
伴
な
う
こ
と
が
多
い
。
ま
た

本
来
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
論
文
が
収
録
さ
れ
て
い
る
た
め
、
論
点
の
重
複
が

各
章
節
に
わ
た
っ
て
見
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
本
書
の
方
法

論
的
特
徴
の
観
点
か
ら
、
Ｉ
「
半
井
桃
水
の
人
と
文
学
」
中
の
３
「
桃
水
の

人
と
文
学
」
を
中
心
に
し
て
、
１
１
Ⅲ
を
関
連
さ
せ
な
が
ら
、
論
点
を
紹
介

す
る
こ
と
に
し
た
い
。

か
ら

本
書
の
特
徴
は
ま
ず
第
一
に
韓
の
文
化
と
の
比
較
文
化
論
的
、
比
較
風
土

論
的
な
性
格
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
桃
水
の
人
と
文
学
を
韓
文
化
の
智
を
基
盤

と
し
た
も
の
と
見
、
彼
我
の
風
土
の
比
較
の
上
に
桃
水
文
学
の
側
面
を
捉
え
‐

た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
比
較
の
方
法
は
単
に
文
章
あ
る
い
は
着
想
等
の
比
較

で
は
な
く
、
異
な
っ
た
民
族
の
文
学
を
そ
の
地
の
人
と
共
に
生
き
る
よ
う
に

理
解
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
そ
こ
に
は
衣
住
文
化
に
対
す
る
食
文
化
優
先

の
態
度
が
一
貫
し
て
お
り
、
食
文
化
と
し
て
の
薬
味
、
薬
草
、
薬
種
の
採
用
、

『
半
井
桃
水
研
究
全
』

か
ら
ぴ
と

処
方
の
背
後
に
流
れ
る
韓
人
の
文
化
思
想
、
窮
ま
り
な
い
生
命
へ
の
愛
を
見

る
態
度
が
採
ら
れ
て
い
る
。

以
下
本
書
の
比
較
文
化
、
比
岐
風
土
的
視
座
に
よ
る
韓
文
化
の
桃
水
へ
の

影
響
に
関
す
る
要
点
を
述
べ
て
お
こ
う
。

桃
水
の
人
と
な
り
は
対
馬
の
風
土
と
半
井
家
の
家
系
が
培
っ
た
も
の
が
支

配
し
て
い
る
。
対
馬
は
耶
馬
台
国
と
李
氏
朝
鮮
半
島
を
繋
ぐ
位
置
に
あ
り
、

高
麗
、
李
朝
期
の
慶
尚
全
羅
南
道
と
の
深
い
か
か
わ
り
が
桃
水
の
精
神
面
を

深
く
支
配
し
た
（
Ｐ
弱
・
伽
）
。

韓
文
化
圏
の
騎
士
貴
族
道
と
も
い
え
る
「
新
羅
花
郎
道
」
は
、
桃
水
の
精

神
と
行
動
を
支
配
し
た
。
名
家
半
井
家
の
高
貴
の
血
を
ひ
く
と
い
う
自
覚
は
、

少
年
期
の
桃
水
に
侠
骨
の
武
士
た
ら
ん
と
す
る
「
花
郎
道
」
に
根
ざ
す
美
意

識
を
植
え
つ
け
、
そ
れ
は
十
六
歳
の
田
舎
書
生
（
明
８
）
か
ら
十
八
歳
叡
山
を

め
ざ
し
、
二
十
二
歳
ま
で
の
京
都
生
活
を
経
て
、
大
阪
朝
日
新
聞
釜
山
通
信

員
、
さ
ら
に
同
特
派
員
第
一
号
と
な
っ
た
明
治
十
五
、
六
年
に
か
け
て
発
揮

さ
れ
た
。
桃
水
の
文
学
は
こ
の
「
花
郎
道
」
実
践
を
主
題
と
し
た
も
の
で
あ

る
（
Ｐ
⑬
１
虹
・
蛇
）
。

海
神
（
水
神
）
へ
の
崇
拝
と
尊
敬
は
海
に
囲
ま
れ
水
に
飢
え
た
対
馬
人
に
と

、

、

、

っ
て
切
実
で
あ
っ
た
。
湛
四
郎
（
父
）
、
泉
太
郎
、
成
人
後
例
（
れ
っ
、
の
ち
に

、
、

、

き
よ
し
）
、
桃
水
、
源
次
郎
、
の
ち
浩
（
弟
）
な
ど
の
名
に
こ
め
た
思
い
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
。
清
水
、
渭
泉
（
薬
水
）
へ
の
異
常
な
ま
で
の
信
仰
は
古
代
か

ら
朝
鮮
半
島
に
伝
わ
っ
て
お
り
、
半
井
の
姓
の
由
来
は
、
井
戸
水
を
貴
重
な

薬
水
と
す
る
韓
来
医
術
の
伝
承
が
、
藩
主
宗
氏
に
受
け
継
が
れ
た
事
実
を
示

す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
Ｐ
鉈
ｌ
弘
・
虹
ｌ
蝿
）
・

八
一
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泉
太
郎
十
代
の
愛
読
書
と
し
て
の
『
史
記
列
伝
』
『
唐
詩
選
』
『
三
国
志
』

『
九
雲
夢
』
な
ど
は
、
全
編
が
漢
字
体
の
宗
一
族
の
学
問
対
象
で
あ
る
と
同

時
に
、
韓
士
族
の
教
養
害
で
も
あ
っ
た
。
鎖
国
下
に
あ
っ
て
、
表
向
き
の
典

医
（
御
番
医
）
職
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
事
実
上
対
朝
鮮
外
交
官
と
し
て
釜
山

倭
館
に
常
駐
し
た
半
井
家
代
代
の
必
読
書
は
、
こ
れ
ら
の
漢
籍
で
あ
り
、
半

井
家
長
男
泉
太
郎
は
韓
文
化
の
知
識
教
養
を
も
身
に
つ
け
た
（
Ｐ
妬
ｌ
”
・

蛇
・
妃
）
Ｏ

桃
水
を
名
乗
る
前
に
「
千
壺
」
の
雅
号
が
あ
る
。
壷
・
蕊
の
陶
磁
器
は
朝

鮮
民
衆
の
日
常
に
不
可
欠
の
食
糧
貯
蔵
の
生
活
器
具
で
あ
る
。
漬
物
用
要
の

数
に
よ
っ
て
そ
の
家
の
貧
富
の
差
が
明
ら
か
に
な
る
事
情
は
、
「
千
壷
」
を

名
乗
っ
た
貧
し
い
辺
境
藩
士
の
総
領
の
悲
願
を
知
る
ひ
と
つ
の
よ
す
が
と
思

い
や
ら
れ
る
（
Ｐ
釦
）
。

対
馬
民
謡
や
晩
年
の
桃
水
作
詞
作
曲
の
長
唄
・
端
唄
・
小
唄
に
残
る
哀
調

は
、
韓
の
地
と
の
深
い
関
わ
り
を
伝
え
て
い
る
。
桃
水
晩
年
と
終
焉
の
地
は

高
麗
の
人
と
文
化
の
渡
来
の
地
で
あ
り
、
晩
年
の
桃
水
が
愛
し
た
俗
曲
は
、

朝
鮮
渡
来
文
化
の
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
（
Ｐ
”
・
江
・
祗
）
。

「
春
香
伝
』
の
「
伝
」
と
は
民
間
口
承
説
話
、
つ
ま
り
広
場
の
唱
語
で
あ

る
。
「
春
香
伝
』
は
十
八
世
紀
李
朝
薫
宗
期
の
全
羅
南
道
南
原
を
発
祥
地
と

さ
れ
る
。
説
話
「
春
香
伝
』
と
し
て
三
大
伝
中
の
代
表
で
あ
り
、
原
作
者
は

わ
か
ら
な
い
。
高
麗
未
か
ら
李
期
中
期
に
か
け
て
そ
の
詞
曲
は
謡
い
語
り
つ

・
ク
ワ
ン
デ
エ

が
れ
、
漢
字
を
書
く
こ
と
を
許
さ
れ
な
い
広
大
（
語
り
手
、
唱
者
）
が
常
民
の

た
め
の
文
字
、
諺
文
で
覚
え
書
き
を
記
し
た
「
巻
集
」
で
あ
る
。
広
場
の
唱

語
（
パ
ン
ソ
リ
）
に
聞
き
入
る
聴
衆
に
政
治
権
力
へ
の
瓠
刺
の
意
欲
を
呼
び
さ

ま
し
、
抵
抗
の
意
志
を
盛
り
上
げ
る
の
が
、
古
伝
の
実
体
と
い
え
る
。
桃
水

が
実
際
に
見
聞
し
た
の
は
、
李
朝
期
の
唱
語
で
あ
っ
た
。
『
九
雲
夢
」
『
春
香

伝
』
等
の
韓
の
常
民
「
守
節
」
の
う
た
も
の
が
た
り
は
桃
水
に
強
い
影
響
を

与
え
、
そ
の
「
守
節
」
の
意
志
は
桃
水
の
意
識
を
支
配
し
た
。
李
朝
世
宗
期

に
作
ら
れ
た
常
民
の
文
字
諺
文
は
も
と
よ
り
「
三
国
史
記
』
等
の
古
代
中
世

朝
鮮
史
に
委
し
い
泉
太
郎
が
、
広
大
、
花
郎
の
詞
曲
を
よ
く
知
る
の
は
当
然

の
こ
と
で
あ
る
。
健
康
で
聡
明
な
「
守
節
」
の
烈
女
と
い
う
点
は
す
べ
て
の

『
春
香
伝
』
に
共
通
し
て
い
る
。
全
巻
に
溢
れ
て
い
る
の
は
、
全
羅
南
道
の

料
理
、
家
具
、
衣
服
、
装
飾
な
ど
を
含
め
た
職
能
の
誇
り
の
歌
で
あ
る
。
そ

れ
ら
は
桃
水
の
堂
々
た
る
体
躯
と
豊
か
な
知
性
を
養
っ
た
も
の
に
ほ
か
な

ら
な
い
。
桃
水
は
、
翻
案
の
底
本
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
説
話
体
女
文
字
の

『
春
香
伝
巻
集
』
の
写
本
を
、
釜
山
街
頭
で
入
手
し
た
。
発
祥
地
の
南
原
か
ら

鶏
林
八
道
に
謡
い
語
り
継
が
れ
て
百
年
後
の
こ
と
で
、
こ
の
写
本
が
現
存
最

古
の
京
版
本
で
あ
る
。
李
朝
下
五
百
年
の
士
風
人
情
の
理
解
と
幼
少
期
か
ら

享
受
し
た
「
伝
」
が
、
桃
水
に
翻
案
の
筆
を
執
ら
せ
た
。
桃
水
訳
が
世
界
最

初
の
訳
で
あ
る
。
半
井
家
代
代
の
教
養
を
総
価
と
し
て
叩
き
込
ま
れ
た
と
は

い
え
、
声
音
、
容
姿
の
他
に
韓
来
文
化
を
受
容
し
、
自
ら
の
表
現
の
糧
と
す

る
能
力
は
、
や
は
り
桃
水
独
自
の
稟
質
で
あ
っ
た
。
隣
邦
の
土
風
人
情
を
祖

宗
の
代
か
ら
心
身
に
刻
み
込
ん
だ
と
こ
ろ
か
ら
、
「
史
」
と
「
詩
」
を
含
む

「
詞
」
の
訳
は
正
し
く
深
く
表
現
さ
れ
た
。
『
難
林
情
話
春
香
伝
』
（
明
賜
・
６

由
１
７
空
『
大
阪
朝
日
新
聞
乞
の
翻
訳
は
朝
鮮
の
土
風
人
情
の
一
斑
を
日
本

人
に
知
ら
せ
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
文
化
の
中
の
「
詞
」
を
文
学
に
読

み
取
る
方
法
か
ら
は
、
当
然
政
治
と
思
想
の
な
い
「
詞
」
は
文
学
と
は
考
え
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ら
れ
な
い
。
そ
う
い
う
中
華
伝
来
の
文
学
観
を
評
価
の
基
準
と
す
る
な
ら
ば
、

近
代
性
を
韓
の
国
に
得
た
最
初
の
翻
訳
文
学
が
桃
水
野
史
訳
『
春
香
伝
』
で

あ
っ
た
。
翻
案
に
見
ら
れ
る
純
の
国
の
名
所
案
内
、
職
能
の
理
解
、
士
風
人

情
、
史
実
と
、
訳
者
の
知
識
教
養
の
広
さ
を
示
す
も
の
は
、
到
る
と
こ
ろ
に

見
ら
れ
る
（
Ｐ
咽
・
蛆
・
蝿
・
“
Ｉ
妬
・
鞭
ｌ
蛆
・
狛
・
別
・
川
１
叩
・
剛
・
剛
１

Ⅲ
．
蝿
．
州
ｌ
〃
・
肝
・
開
．
Ⅳ
ノ
。

、
４
。
凸
ｎ
４
ｎ
ｊ
り
凸
ｎ
ｊ
⑨
４
、

亀
浦
事
件
（
明
哩
・
８
）
、
壬
午
の
変
（
明
過
・
７
）
に
際
し
て
の
政
治
的
活

躍
と
報
道
は
、
桃
水
の
国
際
感
覚
の
豊
か
さ
、
韓
文
化
へ
の
深
い
理
解
と
愛

着
を
示
し
て
お
り
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
桃
水
を
語
っ
て
い
る
（
Ｐ
印
ｌ
砲
・
川

ｎ
Ｕ
１
１
ｊ
４
ノ
０

１
Ⅱ
．
Ⅱ
ｌ
Ⅱ
」

桃
水
痴
史
の
作
品
の
背
後
に
は
幹
文
化
の
「
詞
」
が
あ
る
。
日
本
近
代
文
学

の
一
角
に
ひ
と
り
桃
水
文
学
に
限
っ
て
、
女
性
も
「
守
節
」
の
美
を
も
っ
て
飾

ら
れ
て
い
る
。
『
胡
砂
吹
く
風
』
（
明
型
・
加
・
２
１
妬
．
４
．
８
『
東
京
朝
日
新
聞
』
、

明
泌
・
皿
、
妬
ｉ
、
２
金
桜
堂
、
続
胡
砂
明
犯
・
１
，
面
１
４
・
妬
『
東
京
朝
日
新
聞
』
）

は
「
九
雲
夢
』
を
下
敷
き
と
し
な
が
ら
、
泉
太
郎
、
例
の
九
つ
の
夢
を
本
格
的

に
再
榊
成
し
て
い
る
。
そ
の
山
岳
風
景
に
は
比
叡
山
横
川
、
天
道
茂
、
軸
の

南
岳
、
北
岳
の
地
勢
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
薬
草
の
知
識
は
作
品
構
成
に
使

用
さ
れ
て
い
る
。
呑
蘭
に
見
ら
れ
る
常
民
「
守
節
」
の
「
儒
礼
」
は
、
李
朝

期
に
国
教
と
な
っ
た
中
華
伝
承
儒
礼
史
を
知
悉
し
た
桃
水
な
ら
で
は
描
け
ぬ

世
界
で
あ
る
。
仇
討
は
「
儒
礼
」
に
惇
る
行
為
と
さ
れ
て
い
る
。
「
儒
礼
」

に
基
づ
く
「
復
讐
の
倫
理
」
は
、
自
他
共
に
「
敬
天
愛
人
」
の
礼
節
を
守
る

仁
徳
で
あ
り
、
善
意
が
あ
れ
ば
、
い
ず
れ
悪
意
を
克
服
し
得
る
と
信
ず
る
楽

観
が
、
軸
の
「
列
伝
」
と
『
胡
砂
吹
く
風
』
に
共
通
の
「
明
」
の
文
体
を
目

『
半
井
桃
水
研
究
全
』

ず
と
造
型
し
た
の
で
あ
る
。
林
正
元
は
ど
ん
な
悪
徳
の
人
間
に
対
し
て
も
、

捕
え
て
法
の
裁
き
を
受
け
さ
せ
る
余
裕
と
節
度
を
見
失
わ
な
い
。
「
花
郎
道
」

の
詩
た
る
所
以
で
あ
る
。
香
蘭
を
暴
徒
か
ら
救
う
栗
本
中
尉
は
壬
午
の
変
で

戦
死
し
た
堀
本
中
尉
で
あ
り
、
血
も
涙
も
あ
る
武
士
の
一
人
と
し
て
描
き
と

め
ら
れ
て
い
る
。
高
宗
期
の
李
朝
政
治
史
、
日
靴
外
交
史
に
知
ら
れ
る
金
玉

均
、
朴
泳
孝
ら
親
日
開
化
党
貴
公
子
た
ち
の
名
は
、
金
松
鍔
、
朴
貞
孝
な
ど

に
変
え
ら
れ
て
登
場
す
る
。
日
清
戦
争
の
口
火
と
な
っ
た
日
本
壮
士
た
ち
に

よ
る
閏
妃
殺
害
事
件
、
い
わ
ゆ
る
乙
未
の
変
（
明
鴻
）
前
夜
の
不
穏
な
情
勢
下

に
暗
躍
す
る
軒
臣
汚
吏
や
好
商
賊
子
が
、
実
際
の
見
聞
を
踏
ま
え
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
典
型
と
し
て
描
か
れ
る
と
こ
ろ
は
、
江
戸
戯
作
の
善
玉
悪
玉
的
類
型

を
は
る
か
に
越
え
て
い
る
。
烈
士
、
烈
女
は
パ
ン
ソ
リ
に
語
り
継
が
れ
て
い

る
も
の
で
あ
る
。
林
正
元
が
鄭
内
宮
を
討
ち
果
た
す
場
面
は
、
広
大
複
雑
は

高
官
邸
内
の
構
造
を
知
悉
し
て
い
る
作
者
に
よ
っ
て
、
迫
真
的
に
描
き
出
さ

れ
る
。
『
胡
砂
吹
く
風
』
の
林
正
元
と
『
続
胡
砂
吹
く
風
』
の
元
義
達
と
は

生
国
を
異
に
し
な
が
ら
、
共
通
す
る
混
血
の
血
が
血
筋
を
か
け
て
育
て
上

げ
た
僻
・
仏
・
道
の
象
徴
と
し
て
語
ら
れ
る
と
こ
ろ
は
、
榊
想
、
ス
ケ
ー
ル

の
広
さ
、
裏
付
け
と
な
っ
て
い
る
韓
来
文
化
受
容
吸
収
の
深
さ
か
ら
も
、
大

河
小
説
と
し
て
の
風
格
を
も
っ
て
い
る
。
内
に
は
聞
妃
、
大
院
君
が
権
力
交

替
を
繰
り
返
し
、
外
に
は
仏
・
英
・
清
・
露
・
日
の
対
立
葛
藤
の
渦
巻
く
十

九
世
紀
の
韓
国
政
治
史
、
社
会
史
を
つ
ぶ
さ
に
写
し
出
す
手
腕
は
、
も
は
や

伝
奇
娯
楽
読
物
の
範
鴫
を
超
え
て
、
朝
鮮
民
族
興
亡
史
記
と
も
い
え
る
様
相

を
現
前
す
る
。
桃
水
文
学
は
、
征
服
欲
に
支
配
さ
れ
た
常
民
の
歎
き
の
声
を
、

社
会
の
底
辺
に
聞
き
と
っ
た
、
い
わ
ば
抵
抗
弧
刺
の
文
学
で
あ
る
。
そ
れ
は
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ま
さ
に
耐
忍
温
和
の
林
民
族
の
声
な
き
抵
抗
の
声
を
背
景
と
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。
『
九
雲
夢
』
を
書
い
た
金
万
垂
、
一
謝
氏
南
征
記
』
の
金
春
沢
は
、

桃
水
痴
史
に
重
な
る
（
Ｐ
弱
・
印
・
銘
・
叩
・
蝿
・
皿
１
噸
・
咄
・
加
・
加
・
脇
・

皿
・
脇
・
噸
・
師
）
。

以
上
の
よ
う
に
本
書
は
比
較
文
化
、
比
較
風
土
の
方
法
に
よ
っ
て
全
篇
を

貫
い
て
い
る
。
そ
う
し
て
こ
の
よ
う
な
本
書
の
根
幹
的
性
格
を
作
り
上
げ
た

も
の
は
、
著
者
の
知
的
発
育
の
基
盤
が
桃
水
と
側
じ
く
朝
鮮
居
住
に
あ
っ
た

こ
と
に
基
づ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

次
に
本
書
の
特
色
は
半
井
家
の
血
筋
、
経
歴
と
桃
水
の
文
学
と
を
関
係
づ

け
て
論
じ
て
い
る
点
に
見
ら
れ
る
。
こ
れ
を
著
者
は
半
井
家
の
一
史
記
列
伝
」

と
呼
ん
で
い
る
。
以
下
半
井
家
の
「
史
記
列
伝
」
と
桃
水
文
学
と
の
関
係
に

つ
い
て
論
ぜ
ら
れ
た
要
点
を
述
べ
て
お
く
。

半
井
家
の
遠
祖
和
気
情
麻
呂
の
曽
孫
時
雨
が
薬
草
薬
学
の
知
識
に
委
し
い

と
こ
ろ
か
ら
、
長
く
朝
廷
の
典
薬
頭
を
つ
と
め
、
多
く
の
門
下
生
を
養
成
し

た
こ
と
に
青
年
泉
太
郎
の
叡
山
志
向
が
加
わ
り
、
京
洛
の
地
を
目
ざ
す
動
機

と
な
っ
た
（
Ｐ
詔
）
。

父
湛
四
郎
、
泉
太
郎
二
代
の
「
詞
」
を
語
る
も
の
に
『
春
一
枝
』
（
明
訓

『
絵
入
自
由
新
聞
』
、
明
型
・
３
今
古
堂
）
が
あ
る
。
『
花
あ
や
め
』
（
明
羽
・
６
・

ｕ
ｌ
７
・
加
『
東
京
朝
日
新
聞
』
、
明
お
・
６
今
古
堂
）
『
舞
扇
』
（
明
羽
・
５
・
田
！

７
．
皿
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
）
の
う
ち
、
前
者
は
『
春
一
枝
』
と
同
様
に
桃
水

の
人
と
な
り
を
知
る
上
で
重
要
で
あ
り
、
後
者
は
や
は
り
半
井
家
の
血
筋
を

語
る
興
味
深
い
長
編
で
あ
る
。
『
舞
扇
』
の
お
京
の
謡
と
舞
曲
は
泉
太
郎
と

同
じ
観
世
流
で
、
時
に
『
胡
砂
吹
く
風
』
に
描
か
れ
た
幼
少
期
の
林
正
元
、

八
四

つ
ま
り
泉
太
郎
自
身
を
思
わ
せ
る
。
前
半
の
五
条
坂
老
舗
街
や
脇
原
史
に
は

『
花
あ
や
め
』
の
長
崎
丸
山
と
と
も
に
花
郎
桃
水
遊
楽
の
地
と
し
て
の
詩

が
語
ら
れ
て
い
る
。
『
胡
砂
吹
く
風
』
『
続
胡
砂
吹
く
風
』
『
下
闇
』
（
明
型
．

７
．
５
１
８
・
調
『
東
京
朝
日
新
聞
』
、
明
記
◆
廻
金
桜
堂
）
『
鬼
芒
』
（
明
調
・
皿
。

１
１
廻
・
２
『
東
京
朝
日
新
聞
』
）
に
は
文
中
、
湛
四
郎
、
泉
太
郎
の
半
井
家
三

代
の
「
史
記
列
伝
」
が
街
佛
さ
れ
る
。
林
正
元
の
外
国
留
学
に
は
尺
振
八
塾

す
も
だ

を
目
指
し
た
泉
太
郎
の
実
体
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
李
田
干
賀
の
半
生
は

香
閾
、
芙
蓉
の
そ
れ
に
写
さ
れ
る
。
商
業
資
本
の
要
求
に
屈
す
る
桃
水
痴
史

自
身
の
苦
痛
は
、
杖
刑
の
拷
問
に
悶
え
る
春
香
、
賊
の
か
こ
い
も
の
と
な
り
、

官
脾
と
な
り
さ
が
っ
て
も
、
正
元
へ
の
愛
を
貫
い
た
胄
楊
の
生
に
投
入
さ

れ
る
。
桃
水
痴
史
が
構
築
し
た
侠
骨
の
武
士
は
、
殺
伐
蛮
勇
を
退
け
、
医
薬

と
宗
教
を
一
体
と
し
た
智
・
仁
・
勇
兼
備
の
人
物
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
医
を

仁
術
と
し
た
半
井
家
三
代
の
血
筋
の
影
が
さ
し
て
い
る
。
痴
史
作
主
人
公
の

父
は
大
方
討
死
、
謀
殺
、
斬
殺
等
の
非
運
に
外
れ
て
い
る
。
そ
の
復
讐
を
果

た
し
、
父
の
遺
言
に
従
う
孝
子
た
る
こ
と
が
、
主
人
公
の
意
志
的
行
為
の
す

べ
て
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
桃
水
母
方
と
父
方
の
血
筋
の
混
清
・
葛
藤
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。
そ
の
作
は
母
藤
へ
贈
る
孝
子
の
「
巻
集
」
で
あ
り
、
永
遠
の

恋
人
成
瀬
元
子
（
正
妻
）
、
を
含
め
て
、
非
業
に
世
を
去
っ
た
知
己
知
友
へ
の

鉱
魂
歌
で
も
あ
っ
た
。
『
濡
衣
』
（
明
詔
・
９
．
肥
ｌ
皿
．
、
『
東
京
朝
日
新
聞
』
、

か
た
み

明
調
・
５
．
１
日
高
有
倫
堂
）
『
遺
物
の
軸
』
（
明
弘
・
３
．
Ｈ
Ｉ
５
・
お
『
東
京
朝

日
新
聞
』
）
に
は
国
分
、
竜
田
一
族
の
「
遣
事
」
「
外
伝
」
が
垣
間
見
ら
れ
る

（
Ｐ
記
・
帥
・
説
ｌ
認
・
皿
１
噸
・
恥
ｌ
Ⅳ
・
川
ｌ
叩
・
加
）
。

以
上
が
半
井
家
の
「
史
記
列
伝
」
と
桃
水
文
学
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
所



論
で
あ
る
。

今
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
韓
文
化
と
の
比
較
文
化
諭
的
、
比
較
風
土
的

論
究
の
態
度
お
よ
び
対
馬
半
井
家
の
血
筋
と
そ
の
来
歴
の
桃
水
文
学
へ
の
影

響
の
論
述
が
本
書
の
顕
著
な
特
徴
、
視
座
、
要
点
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
他

に
も
い
く
つ
か
の
優
れ
た
論
点
が
見
ら
れ
る
。
以
下
そ
れ
ら
の
論
考
を
略
述

し
て
お
こ
う
。

ま
ず
「
天
台
禅
と
半
井
例
」
は
天
台
禅
お
よ
び
同
系
修
験
道
を
視
座
と
し

て
、
そ
の
桃
水
文
学
へ
の
影
響
を
見
て
独
創
的
で
あ
り
、
と
く
に
初
期
の
作

あ
だ
う
ち

『
開
化
の
復
讐
』
（
明
皿
・
１
．
５
『
絵
入
自
由
新
聞
』
、
明
型
・
３
今
古
堂
）

『
海
王
丸
』
（
明
配
・
皿
・
妬
１
配
・
羽
『
東
京
朝
日
新
聞
』
、
明
型
・
２
今
古
堂
）

以
後
『
下
闇
』
「
鬼
芒
』
に
到
る
間
、
一
貫
し
て
変
わ
ら
ぬ
主
人
公
雪
冤
の

方
法
を
「
摩
訶
止
観
」
に
求
め
薄
ま
た
桃
水
自
身
が
関
係
し
た
亀
浦
事
件
、

壬
午
の
変
、
甲
申
の
変
（
明
Ⅳ
・
２
）
に
際
し
て
の
記
者
と
し
て
の
報
道
活
動

や
身
命
を
賭
し
た
政
治
活
動
に
、
天
台
禅
の
鎮
護
国
家
の
実
践
を
見
る
点
な

ど
は
光
彩
を
放
っ
て
い
る
（
Ｐ
印
・
印
・
弱
・
卯
・
虹
・
兜
１
％
）
。

ま
た
「
『
夢
幻
』
考
ｌ
「
九
雲
夢
』
と
の
比
較
ｌ
」
に
お
い
て
、
従
来

小
宮
山
天
香
作
と
さ
れ
て
き
た
『
夢
幻
』
（
明
”
・
９
．
昭
１
ｍ
・
帥
、
詔
・
４

・
妬
１
５
．
羽
『
東
京
朝
日
新
聞
』
）
を
桃
水
の
人
と
作
品
の
幅
広
い
調
査
に
基

づ
い
て
桃
水
作
と
し
て
い
る
論
（
Ｐ
呪
ｌ
Ｕ
や
、
『
花
あ
や
め
」
「
舞
扇
』
な

ど
の
作
品
解
釈
に
も
異
彩
が
見
ら
れ
る
（
Ｐ
堅
’
弱
・
弱
ｌ
帥
．
“
・
髄
ｌ
妬
）
。

本
書
は
著
者
の
博
覧
強
記
ぶ
り
を
示
し
て
い
る
点
に
、
そ
の
特
長
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

著
者
の
桃
水
に
対
す
る
思
い
入
れ
は
並
々
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は

『
半
井
桃
水
研
究
全
』

泉
太
郎
例
に
著
者
自
身
に
通
ず
ろ
韓
文
化
の
享
受
を
見
出
し
た
た
め
で
あ
ろ

う
。
そ
れ
が
著
者
の
主
観
を
内
か
ら
支
え
、
と
も
す
る
と
実
証
性
を
欠
く
場

合
が
あ
る
。
著
者
の
情
熱
が
燃
え
上
る
と
き
、
日
本
文
学
や
そ
の
代
表
的
作

家
、
国
文
学
、
国
文
学
者
へ
の
批
判
の
鉾
先
は
そ
れ
ら
を
片
端
か
ら
な
で
斬

り
に
す
る
。
著
者
の
立
場
か
ら
は
そ
う
な
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
性
急
な
批
判

は
説
得
力
を
減
殺
す
る
こ
と
に
な
り
は
し
な
い
か
。

作
品
に
作
家
を
読
み
取
る
作
家
論
の
方
法
は
、
本
書
で
は
作
品
研
究
に
も

及
ん
で
い
る
。
桃
水
の
人
と
文
学
を
追
究
す
る
こ
と
が
、
本
書
の
目
的
で
あ

る
か
ら
で
あ
ろ
う
が
、
作
品
の
形
象
の
分
析
、
検
討
が
充
分
で
な
い
き
ら
い

が
あ
る
。
例
え
ば
「
半
井
桃
水
年
譜
考
」
で
、
桃
水
の
『
忠
臣
蔵
』
評
の
史
実

を
重
視
す
る
主
張
を
引
用
し
て
、
『
大
石
内
蔵
之
助
」
や
『
由
井
正
雪
』
を

「
余
人
を
も
っ
て
代
え
難
い
」
作
者
に
よ
る
歴
史
小
説
、
伝
記
小
説
で
あ
る
と

し
、
桃
水
の
歴
史
小
説
、
伝
記
小
説
を
『
モ
ン
テ
ク
リ
ス
ト
伯
』
に
匹
敵
す

る
大
著
で
あ
る
と
論
定
す
る
箇
所
な
ど
は
、
そ
の
一
例
で
あ
る
（
Ｐ
岬
ｌ
幽
。

作
者
の
論
評
は
作
品
評
価
の
傍
証
に
す
ぎ
ず
、
そ
れ
が
作
品
の
上
に
い
か
に

周
到
に
表
現
さ
れ
て
い
る
か
を
分
析
検
討
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
作
品
評
価
に

際
し
て
は
、
「
何
を
」
と
と
も
に
「
い
か
に
」
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
が
、

本
書
で
は
前
者
の
研
究
に
比
し
、
後
者
が
不
充
分
な
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
こ

と
に
関
し
て
言
え
ば
、
今
日
目
に
す
る
こ
と
の
容
易
で
な
い
作
品
が
ほ
と
ん

ど
で
あ
る
か
ら
、
作
品
本
文
か
ら
の
引
用
や
、
場
合
に
よ
っ
て
は
筋
の
展
開

を
示
し
て
（
主
要
作
品
に
は
な
さ
れ
て
い
る
が
）
、
作
品
分
析
や
論
の
展
開
に
資

す
る
の
が
親
切
で
あ
ろ
う
。

「
半
井
桃
水
年
譜
考
」
に
見
ら
れ
る
「
推
命
学
」
は
、
著
者
の
博
学
が
感

八
五



じ
ら
れ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
へ
の
信
頼
が
作
者
の
成
長
に
心
理
的
影
響
を
与

え
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
で
は
な
い
が
、
そ
れ
を
研
究
に
組
み

入
れ
る
こ
と
に
は
首
肯
し
が
た
い
（
Ｐ
的
ｌ
Ｕ
。

な
お
ま
た
本
書
の
性
格
か
ら
、
こ
れ
を
読
み
易
く
す
る
た
め
に
「
半
井
家

系
図
」
「
半
井
桃
水
年
譜
」
「
索
引
」
が
欲
し
い
。
と
く
に
「
索
引
」
は
そ
れ
に

よ
っ
て
事
項
を
補
い
合
っ
て
読
む
こ
と
が
で
き
、
ぜ
ひ
必
要
で
あ
ろ
う
。

「
半
井
桃
水
研
究
補
遺
ｌ
比
較
文
学
資
料
と
し
て
ｌ
」
「
半
井
桃
水

の
周
辺
ｌ
比
較
風
土
・
比
較
文
化
資
料
と
し
て
ｌ
」
に
つ
い
て
は
、
本

書
が
、
韓
の
地
で
人
と
な
っ
た
著
者
が
、
身
を
も
っ
て
吸
収
し
た
実
体
験
を

通
し
て
の
論
考
で
あ
る
こ
と
に
基
づ
き
、
そ
し
て
そ
こ
に
こ
そ
本
書
の
特
色

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
報
告
と
い
う
意
味
で
重
要
で
は
あ
ろ
う
が
、
研
究

書
で
は
客
観
化
し
て
論
証
し
、
エ
セ
ー
・
紀
行
文
は
別
冊
に
し
た
方
が
、
研

究
書
と
し
て
の
純
粋
性
を
保
て
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

本
書
は
、
半
井
桃
水
と
い
う
、
一
葉
の
恋
人
で
あ
り
、
一
葉
に
影
響
を
与

え
た
二
流
、
三
流
の
通
俗
的
新
聞
小
説
作
家
と
見
ら
れ
、
纒
ま
っ
た
研
究
と

し
て
は
、
塩
田
良
平
博
士
の
『
樋
口
一
葉
研
究
』
や
昭
和
女
子
大
学
発
行
の

『
近
代
文
学
研
究
叢
書
』
第
二
十
五
巻
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
に
す
ぎ
な
い
対

象
を
、
は
じ
め
て
独
立
し
た
研
究
対
象
と
し
て
採
り
上
げ
、
比
較
文
化
、
比

較
風
土
の
広
い
視
野
に
立
っ
て
追
究
し
た
最
初
の
研
究
成
果
で
あ
る
。

著
者
に
は
す
で
に
黒
田
し
の
ぶ
名
に
よ
る
『
半
晶
の
少
女
た
ち
』
（
昭
錨
・

皿
吉
村
書
房
）
『
イ
ギ
リ
ス
の
花
は
赤
か
っ
た
』
（
昭
弱
・
１
吉
村
書
房
）
『
古
都

住
み
の
記
』
（
昭
詑
・
８
吉
村
書
房
）
『
壺
中
の
花
』
（
昭
乃
・
３
吉
村
書
房
）
の
紀

行
文
・
エ
セ
ー
・
詩
と
童
話
集
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
す
で
に
ラ
イ
フ
・
ワ
ー

八
六

ク
の
一
つ
『
半
井
桃
水
研
究
全
」
の
た
め
の
礎
石
で
も
あ
っ
た
。
そ
う
し

て
一
葉
研
究
と
し
て
の
『
誤
解
と
偏
見
ｌ
樋
口
一
葉
の
文
学
ｌ
』
（
昭
銘

・
９
、
中
央
公
論
事
業
出
版
）
も
ま
た
そ
の
重
要
な
礎
石
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

本
書
に
お
い
て
も
、
一
葉
は
一
見
し
て
桃
水
と
は
ま
っ
た
く
迷
っ
た
分
野
に

そ
の
文
学
を
築
き
上
げ
た
よ
う
に
見
え
な
が
ら
、
一
葉
文
学
が
桃
水
そ
の
人

と
そ
の
文
学
か
ら
受
け
た
も
の
が
意
外
に
深
く
大
き
か
っ
た
こ
と
を
各
所
で

述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
『
大
つ
ど
も
り
』
の
山
村
石
之
助
、
『
に
ご
り
え
』

の
結
城
朝
之
助
な
ど
に
は
「
花
郎
道
」
の
影
が
さ
し
て
い
る
。
『
闇
桜
』
『
経

つ
く
ゑ
』
に
見
ら
れ
る
『
春
香
伝
』
の
影
響
、
『
や
み
夜
」
の
お
閑
や
『
に
ご

り
え
」
の
お
力
や
『
別
れ
福
』
の
新
田
の
お
高
や
『
五
月
雨
』
の
侍
女
お
八

重
に
は
「
守
節
」
が
見
ら
れ
る
が
、
一
葉
は
桃
水
へ
の
愛
着
か
ら
は
結
局
そ

の
「
守
節
」
の
真
意
を
理
解
し
え
な
か
っ
た
。
ま
た
半
井
の
家
系
と
泉
太
郎

十
代
例
二
十
代
の
「
も
の
が
た
り
」
が
一
葉
の
作
品
に
投
影
し
て
お
り
、

『
た
け
く
ら
べ
』
の
「
大
黒
屋
」
「
大
音
寺
前
」
の
背
後
に
は
京
都
半
井
家

の
「
史
記
列
伝
」
が
垣
間
見
ら
れ
る
こ
と
な
ど
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
Ｐ
調
・

虹
・
蝿
１
蝿
・
銘
・
川
Ｉ
皿
・
Ｗ
１
Ｕ
・
一
葉
を
常
に
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
桃

水
を
論
ず
る
の
も
、
本
書
の
一
特
徴
で
あ
る
。
著
者
は
桃
水
研
究
を
踏
ま
え

て
、
さ
ら
に
一
葉
研
究
の
増
補
改
訂
版
を
執
筆
中
で
あ
り
、
近
い
日
の
そ
の

出
版
に
よ
っ
て
、
著
者
の
ラ
イ
フ
・
ワ
ー
ク
は
輪
を
閉
じ
る
こ
と
と
な
る
。

そ
の
完
成
を
期
待
し
た
い
。
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